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人体のリアリズム
Chapter 1

かつて人類が洞窟の壁に人の姿を描きはじめた時代か

ら今日に至るまで、私たちは様 な々手法を駆使して身体

を写し取ろうとしてきました。古今東西、文明が存在す

る場所には何かしらの人体像が認められるといっても過

言ではないほどに、私たちの身体は作家たちの創作欲

求を刺激し続ける永遠の主題といえます。そしてそれら

は、必ずしも客観的で写実性の強い、単なる造形の再

現ではないことも興味深い点です。最初のチャプターで

は、人体表現という視点から絵画や彫刻、工芸品をご

紹介します。作家たちは人体の立体感や量感、ポーズ、

生命感など様 な々要素を巧みにコントロールし、人間の

本質的な姿を具現化しようと試みています。それぞれに

異なった人体の捉え方を見比べることで、私たちの身体

が持つ表現の可能性の一端を垣間見ることができるで

しょう。



人々 のつながり
Chapter 2

私たちは生まれながらに何かしらの集団に属し、共同生活

を送っています。もっともコンパクトな家族という形態をは

じめ、学校や職場、地域、国といった枠組みの中で人 が々

つながり、社会が形成されます。共同体のかたちは、そこ

で暮らす人々の生活様式や価値観を映し出すものでもあ

り、しばしば作品の題材として取り上げられてきました。集

団生活を営む私たちにとって共同体のかたちもまた、人

の姿の一側面といえるでしょう。ここでは、人 の々集いや

関係性を描いた作品、またはそれを想起させるような作

品に焦点を当てていきます。複数の人物の存在が表現さ

れることで、そこには物語性が生まれます。想像力を働

かせて、自分なりのストーリーを思いうかべながら鑑賞して

みるのも、ここでの楽しみ方の一つです。
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作家たちの
ポートレート

個 の々作品を一人の人間から生み出されたものとして意

識しながら、鑑賞したことはあるでしょうか。その作

家像が肖像写真によって付与されるならば、一層のリ

アリティを伴って彼らの存在を感じ取ることができる

でしょう。写真家・片山攝三は、私たちが普段目に

する機会の少ない作家の姿を、長年にわたり撮影

し続けました。それらの写真は作品だけでは把握

しきれない、作家の個性を知る手がかりとして貴重な

ものといえます。本展覧会の出品作家の中から片山

が撮影した4 名を選び、展示します。



人たる所以
ゆ え ん

Chapter 3

自分は何者であるか――これは現代に生きる私たちが直

面する難問です。名前や性別、年齢、職業など、個人を形

づくる要素は身の回りに多く存在しています。しかし、プ

ライベートと仕事、現実空間とインターネットなど様 な々領

域を横断しながら生活する私たちにとって、「本当の自

分」とはなんとも掴みどころがない存在です。美術にお

いても、制作を通じて自分自身と向き合おうとする作家た

ちがいます。彼らは自問自答を繰り返すように、絶えず自

身の源泉に根差すイメージに目を向け、まだ見ぬ表現世

界への探求を続けます。最後のチャプターでは自画像や心

象風景の描写など、多様な方法で自分の存在に迫ろうとし

た作品たちを扱います。また、作家の自身への眼差しを示

すものとして、アトリエの風景をモチーフにした作品にも注

目してみましょう。
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